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祭
斎
栢

神
職
以
外
で
沖
ノ
島
へ
の
入
島
が
年
に
一
度
許
さ
れ
る
沖
津
宮

現
地
大
祭
が
五
月
二
十
七
日
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
二
五
二
名
の
一

般
参
列
者
と
、
大
島
の
氏
子
で
構
成
さ
れ
る
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、

同
翼
賛
会
、
神
職
等
、
総
勢
三
0
0
名
が
沖
ノ
島
に
渡
り
、
敬
虔

な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

我
国
の
命
運
を
賭
け
た
日
本
海
海
戦
は
明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
七
日
、
沖
ノ
島
の
北
西
、
対
馬
海
峡
よ
り
始
ま
っ
た
。
沖
津

宮
現
地
大
祭
は
こ
の
日
本
海
海
戦
を
勝
利
に
導
い
た
先
人
達
を
顕

彰
し
、
併
せ
て
国
の
平
安
を
祈
願
す
る
た
め
、
毎
年
五
月
二
十
七

日
に
斎
行
し
て
い
る
。

参
列
者
は
前
日
の

二
十
六
日
、
筑
前
大
島
に

参
集
。
中
津
宮
で
午
後
六

時
よ
り
渡
島
安
全
祈
願
祭

が
斎
行
さ
れ
、
翌
日
の
無

事
渡
島
を
祈
念
し
た
。
祭

典
後
、
班
ご
と
に
引
率
の

神
職
よ
り
説
明
・
諸
注
意

を
受
け
、
そ
の
夜
は
各
自

大
島
の
宿
に
斎
泊
し
た
。

明
朝
午
前
七
時
、
一
行

傘

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□国
叫
i

み
を
肌
で
感
じ
る
時
と
な
る
て
気
象
は
、

気
圧
等
の
動
き
に
よ
り
敏
感
に
変
化
し

伝
わ
る
。
台
風
時
、
海
上
は
七m
前
後
の

の
こ
ぎ
り

大
波
が
逆
巻
き
、
沖
の
波
頭
は
、
鋸
の
歯

が
天
空
を
切
り
裂
く
様
相
と
な
る
て
風
浪

は
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
岩
石
を
浸
食
し
、

芸
術
的
な
造
形
に
造
り
上
げ
、
そ
の
白
い

岩
肌
は
海
の
青
さ
と
絡
み
厳
か
に
海
岸

線
を
繋
ぐ
烹
凰
の
後
に
は
、
必
ず
穏
や
か

な
日
が
訪
れ
る
。
夜
間
、
澄
み
き
っ
た
空

に
は
満
天
の
星
が
輝
き
、
周
囲
の
海
上
は

漁
火
で
賑
い
豊
漁
の
恵
み
を
頂
く
。
そ
の

海
の
幸
は
、
早
朝
、
社
務
所
に
豊
漁
感
謝

と
し
て
届
き
、
神
前
に
供
え
ら
れ
る
て
森

厳
な
森
は
「
タ
ブ
ノ
キ
」
の
原
生
林
を
中
心

に
色
々
な
植
物
が
生
い
茂
り
森
を
構
成
。

動
植
物
は
そ
の
恵
み
を
受
け
繁
殖
す
る
。

「
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」
は
、
凡
そ
十
万

羽
が
生
息
し
、
こ
の
島
で
子
育
て
を
行
い

南
方
へ
帰
る
▼
木
々
は
、
暴
風
に
よ
り
自

ず
と
高
さ
が
制
限
さ
れ
、
根
っ
子
は
大
地

に
強
く
根
を
張
り
、
そ
の
太
い
根
や
幹
は

周
り
の
岩
石
を
呑
み
込
む
形
で
支
え
合
い

森
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
依
っ
て
島
は
安

定
感
を
保
ち
大
雨
に
よ
る
土
砂
の
流
失

を
防
ぎ
、
保
水
力
を
増
し
新
た
に
御
神
水

と
な
り
甦
る
。
こ
の
共
生
の
連
続
性
が
島

の
美
し
い
姿
を
支
え
て
い
る
了
古
代
よ
り

人
々
は
、
大
海
の
中
に
屹
立
す
る
沖
ノ
島

の
神
々
し
さ
に
、
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
神

を
感
じ
祭
祀
を
続
け
て
き
た
。
（
渡
）

神具・装束・授与品
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一
は
大
島
渡
船
「
し
お
か
ぜ
」
を
は
じ
一
順
次
玉
串
を
奉
莫
、
敬
虔
な
祈
り

一
め
各
々
乗
船
し
、
一
路
沖
ノ
島
を
目
一
の
な
か
滞
り
な
く
祭
典
は
終
了
。

日躍
指
し
た
。
午
前
九
時
に
は
全
船
沖
一
そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両

ノ
島
に
到
着
。
一
同
直
ち
に
海
中
で
二
呂
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
奉
仕
に
よ

火

韮
一
楔
を
行
い
心
身
共
に
清
め
た
後
、
：
る
直
会
が
行
わ
れ
、
刺
身
、
煮
魚
、

7
四
百
段
の
参
道
を
進
み
、
島
の
中
：
そ
の
煮
汁
で
い
た
だ
く
素
麺
に
一

年2
6
腹
に
鎮
座
す
る
沖
津
宮
本
殿
へ
参
二
同
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
参
列
者

西
集
し
た
。
一
は
神
の
島
で
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

午
前
九
時
三

0
分
、
沖
津
宮
に
了
た
。
正
午
、
一
同
は
各
船
に
乗
込
み

て
現
地
大
祭
を
斎
行
。
高
向
宮
司
一
沖
ノ
島
を
離
島
、
午
後
一
時
半
に

が
日
本
海
海
戦
を
顧
み
て
皇
室
・
一
は
全
船
が
大
島
に
到
着
し
、
各
々

国
家
の
御
安
泰
、
国
民
の
安
寧
を
一
帰
路
に
つ
い
た
。

祈
る
祝
詞
を
奏
上
し
、
各
代
表
が
―
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な

像
タ
一
＾
い
女
性
ら
は
、
沖
ノ
島
の
祭
典
と

A

同
時
刻
に
大
島
の
「
沖
津
宮
遥

K
A
T
-
―
一
拝
所
」
の
祭
典
に
参
列
し
、
遥
か

U
N
:

」
沖
ノ
島
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

今
年
は
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ

M
 

宗
等
で
、
複
数
回
当
大
社
の
こ
とが

放
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
五
二
六
名
に
も
及
ぶ
申
込

み
が
殺
到
し
た
。
先
着
順
の
た

め
半
数
以
上
の
方
の
渡
島
を
お

断
り
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
へ

の
機
運
が
高
ま
る
な
か
で
、
沖

ノ
島
の
認
知
度
は
さ
ら
に
広
が

り
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
神

社
と
し
て
沖
ノ
島
の
尊
厳
を
護

持
し
つ
つ
祭
事
を
ど
う
継
続
し

て
い
く
か
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
今
年
の
祭
典
で
あ
っ
た
。

宗
像
漁
業
協
同
紐
合
鐘
崎
本
所

沖
津
宮
に
烏
居
奉
納

六
月
十
三
日
、
宗
像
漁
業
協
同
一
当
日
、
日
も
明
け
な
い
早

組
合
鐘
崎
本
所
（
組
合
長
1
1

中
村
二
朝
午
前
五
時
「
第
二
共
進
丸
」

忠
彦
氏
）
に
所
属
す
る
漁
師
等
約
一
「
第
三
新
幸
丸
」
「
第
十
六
蛭

四
十
名
が
沖
ノ
島
に
渡
島
、
沖
津
二
す
丸
」
の
鐘
崎
で
巻
網
漁
を

宮
本
殿
に
最
も
近
い
位
置
に
建
つ
二
営
む
三
隻
に
分
乗
し
て
来
島
。

第
四
鳥
居
を
奉
納
さ
れ
た
。
一
沖
津
宮
に
着
く
と
、
鳥
居

＇
：
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
鳥

一
居
の
建
て
替
え
に
取
掛
っ
た
。

9
五
ず
、
傷
み
の
見
ら
れ
た
古

一
い
鳥
居
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
で

一
解
体
し
、
組
み
立
て
る
ば
か

i
り
に
準
備
さ
れ
た
木
材
を
組

一
上
げ
、
約
二
時
間
の
作
業
で
真
新
一
沖
津
宮
本
殿
に
至
る
四

0
0
段

一
し
い
鳥
居
が
建
立
さ
れ
た
。
作
業
一
の
参
道
を
進
ん
だ
最
上
部
に
建
立

：
を
終
え
た
、
奉
仕
者
等
は
清
々
し
一
さ
れ
た
新
し
い
鳥
居
は
、
聖
域
に

□
い
笑
顔
で
下
山
し
、
沖
ノ
島
を
後
に
一
踏
み
入
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
輝
き

：
し
た
。
：
を
取
り
戻
し
た
。

歪
み
が
激
し
く
崩
落
の
危
険
性
が
長
年
懸
念

さ
れ
て
い
た
牽
牛
神
社
（
中
津
宮
境
内
に
祀
ら
れ

る
末
社
）
に
至
る
参
道
階
段
の
修
復
工
事
が
、

e

デ
ザ
イ
ン
卸
（
宗
像
市
）
の
協
力
に
よ
り
施
工
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
の
七
夕
祭
（
八
月
七
日
）
の
折
り
に
は
新

た
な
参
道
で
安
心
し
て
御
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。
ぃ
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福
岡
教
育
大
学
日
本
画
研
究
室

福
永
晴
帆
作
襖
絵
を
再
現
、
レ
プ
リ
カ
を
奉
納

．
員
，

A

む

当
社
の
儀
式
殿
に
は
皇
室
専
用
控
i

え
室
の
便
殿
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
日
一l
9
C

本
画
家
の
福
永
晴
帆
（
明
治
十
六
ー
一

昭
和
三
十
六
没
）
作
の
襖
絵
と
腰
障
一
｀

"‘”5 

子
絵
が
あ
る
。
こ
の
保
存
修
復
に
向
[
r

~
4

埓

け
て
当
大
社
と
福
岡
教
育
大
学
日
本
[
W
'
!

画
研
究
室
（
准
教
授
松
久
公
嗣
）
―
L

i
t‘
4
1

と
の
連
携
事
業
が
平
成
二
十
年
よ
り
こ
コ
・
[
V
-

―

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
あ
こ
宗
が
五
月
二
十
八
日
に
仮
本
殿
に
て

た
り
福
岡
教
育
大
学
日
本
画
研
究
一
行
わ
れ
、
福
岡
教
育
大
学
准
教
授

室
に
よ
り
腰
障
子
絵
の
再
現
模
写
を
□
松
久
公
嗣
氏
、
固
ア
ー
ト
プ
ロ
セ
ス

行
う
と
共
に
襖
絵
を
高
精
細
画
像
：
社
長
深
堀
薫
氏
、
他
関
係
者
三
名

デ
ー
タ
化
し
後
世
に
伝
え
る
デ
ジ
タ
□
か
出
席
さ
れ
た
。

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
が
ぼ
ア
ー
ト
プ
一
こ
の
検
証
結
果
に
よ
り
襖
絵
は
白

ロ
セ
ス
、
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
固
こ
紙
の
襖
状
態
で
描
か
れ
た
作
品
で
あ

の
協
力
に
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

□り
、
一
枚
の
紙
に
描
き
襖
サ
イ
ズ
に

そ
こ
で
こ
こ
ま
で
の
研
究
成
果
と
ご
切
っ
た
の
で
は
な
い
事
や
、
本
来
は

し
て
完
成
し
た
レ
プ
リ
カ
作
品
が
当
二
塊
状
よ
り
も
背
景
色
が
薄
か
っ
た
が

大
社
に
奉
納
さ
れ
、
そ
の
奉
納
奉
告
ご
経
年
劣
化
に
よ
り
色
濃
く
な
っ
た
事
、

:
1
5

腰
障
子
絵
に
つ
い
て
は
白
色
の
タ
ン

ポ
ポ
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
は
黄
色
で
経
年
劣
化
に
よ
り
白
色

に
変
化
し
た
事
な
ど
が
推
測
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
研
究
発
表
と
し
て
六
月

三
日
ー
ニ
十
九
日
ま
で
「
福
永
晴
帆

日
本
画
展
」
と
題
し
て
「
海
の
道
む

な
か
た
館
」
で
特
別
展
も
開
催
さ
れ

一
般
公
開
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
度
[
i
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が
承
認

口
さ
れ
、
ま
た
、
造
営
担
当
よ
り
造
営

第
一
回
氏
子
会
氏
子
総
代
総
会
開
催
一
奉
賛
金
の
御
礼
と
修
復
事
業
の
進

一
五
月
二
十
一
日
、
今
年
度
第
一
回
こ
抄
状
況
が
報
告
さ
れ
、
更
な
る
ご
理

i
目
と
な
る
氏
子
会
総
代
総
会
が
置
こ
畔
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

[
鮎
会
長
以
下
一
0
0
名
出
席
の
下
、
一
最
後
に
本
年
度
よ
り
総
代
・
評

二
米
賓
と
し
て
阿
部
弘
樹
・
伊
豆
美
二
議
員
に
新
た
に
ご
就
任
頂
い
た
方
々

口
沙
子
両
県
議
会
議
員
に
も
ご
臨
席
~
へ
の
委
嘱
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
該

一
い
た
だ
き
、
清
明
殿
，
当
者
を
代
表
し
て
吉
武

こ
そ
開
催
さ
れ
た
。
地
区
中
ノ
尾
区
選
出
の

一
置
鮎
会
長
を
議
長
大
竹
善
雄
評
議
員
に
置

：
に
、
前
年
度
の
事
業
・
鮎
会
長
よ
り
委
嘱
状
が

一
決
算
報
告
、
本
年
度
手
渡
さ
れ
、
総
会
は
無

ニ
り
事
業
・
予
算
案
が
事
に
終
了
し
た
。

中
津
宮
に
て
奉
納
演
奏
一
る
「
宗
像
ミ
ア
ー
レ
音
楽
祭
」
に
先

一
駆
け
、
同
楽
団
員
が
各
地
域
に
出

九
州
交
響
楽
団
が
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
屑
き
、
そ
の
場
所
で
生
の
演
奏
を

＂
＂
二
五
月
二
十
五
日
、
九
州
交
響
楽
二
Q
届
け
し
、
一
流
の
演
奏
家
に
よ

二
団
に
よ
る
「
い
き
い
き
出
前
コ
ン
：
る
本
物
の
音
を
通
し
て
「
生
き
る

,.~ 
こ
ソ
ー
ト
」
（
主
催
1
1
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
」
喜
び
」
や
「
感
動
す
る
心
」
、
「
豊
か

：
ス
、
宗
像
市
大
島
地
区
コ
ミ
王
□
な
感
受
性
」
を
育
む
こ
と
を
コ
ン
セ

一ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会
）
が
当
大
社
中
ニ
ノ
ト
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
津
宮
で
開
催
さ
れ
、
五
月
晴
れ
の
一
当
日
は
九
州
交
響
楽
団
の
演
奏

i
一
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
島
民
が
一
家
四
名
が
神
前
で
奉
納
演
奏
の
後
、

一
国
ま
る
な
か
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
王
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
最
後

ー
ニ1
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
管
弦
四
重
奏
で
ク
こ
ほ
、
大
島
小
・
中
学
校
の
校
歌
を
プ

二
ラ
シ
ッ
ク
や
日
本
の
曲
等
が
披
露
こ
1
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
島
の
子
供
達

：
さ
れ
た
。
口
か
声
高
々
に
斉
唱
、
来
場
者
等
の

一
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
九
月
十
四
二
歌
声
も
神
苑
に
響
き
わ
た
っ
た
。

二
目
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
~
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究をナぶ：ウ大）レ人的次日
者使等となリ統夕会と世間
やそのつヵ、 1 領東議し代に

斎悶旧賃倉[f~五畠慮［
人さと召菜贋‘：↓贔目又祠
嘉；嘉人雙ぷ E 塁爪贋g羅
抜内周）レリ、フ共フ境育境
さ外辺ァ；海八和虔一成保
れの施リスのチ畏． 0 を全

志咤幻綱義．臀占衣活疇紅駁追匡数函剛 99卜た研設 l 、道ャ則ホ〇目と
..................................................................................................... 

をりしグ究な皆持いはスベ 関て参のを生司 にで繰ヘー
担返てル者どで続る‘氏）レム心開拝研ぬをも期しはりの回
うし参 l なの問可の何ょ平籠をかさ究つ前招間た宗広み目
大な画プど提題能に十り和は寄れれ者てに待中特像げたの
学が‘討の言解な、年ー賞共せた‘ゃ会対さt—別市‘にテ
生ら雷日社を決世目も地受同て宗古文議談れほ講内人っ l
嘉胃たテ交胄翌岱宮繋悶喜贋悶贋岱化屈胄、当演の材ぃマ
二し嘉犬がて讐畏竺臼愕［畜゜霊臭ぶ塵し：雷合悶靡嘉ぷ尋
畠汲塁、な嬰閃虜；塁塁魯め 凪畏臭悶農と百［嬰：韮晋
の世を l 生゜ーったれ破ラノ 土向社多合大権た対ラ論未
参代繰との研 2 て。て壊モ l にけにく間学宮。象ムを来
.......................................................................................................................................................................................................................... 

閲唇：畠畠皐嬰日全裔玄贔最百窟器ゞヨ日直ピ苫袷ほと：ニニ2ャ9ー一つ
栄対‘義がる果本会のリ境終る‘でこなz
なす神は開宗たの議講サ分日こー、

姜貪目良讐讐よ昌品贋全房且と塁忍
様怖道深れ地宗交をあう条ス貪塁占
性貞巖り、に像流履り、ャ約］言め l

茎臀そ杢：唇云反t：習夏盆↓と闊名
の念戸籠継て神き 間ンをン゜日つ
精、た s 続国をな にソ担政 か羞
神共自力、す際奉役 及ン当府 ら一

.................................. 

かたを
本りだ‘
会でくよ
議あ機t
は歪会
宗とぷ
像な方
市れ々
をば r

畠斎磨
に るて
毎ばい
............................. 

保も年年
全実の定
の行会期
実委議開
畏員を催
務会経さ
めに験れ
て加し、
行わた次
くり大年
。、学度

環生は
境等今

第641 号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行）

によるグルー..... 

＇
「
宗
像
国
際
環
境
一

0
0

人
会
議
」

国
内
外
の
有
識
者
等
が
宗
像
に
集
い
、
海
の
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
討
議

も宮た司がで のお当大（株）
拝を°‘り‘張運り大社名五
観参昼葦な地氏ひ‘社を誉月
い拝食津が鶏はとこに参ムー

[i 喜ヽ !: 悶 : <虞 ; ̀  : [ : 責たに第司席ヤ拝゜願心た富卜
。神ーとしキ後 がを。士ョ
宝面歓たを、 叶持予男夕
館・談高召勅 いたて氏自
な第さ向し使 参れよが動
ど三れ宮上館 拝てり当車
............................................................................................................. 

’\~ ..... 可言勾冑ご張

[ : : 
申の

ト
ヨ
タ
自
動
車
圏

名
誉
会
長
張
富
士
男
氏
参
拝
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平成26年7月 1 日火曜日

去
る
六
月
八
日
、
桂

宮
宜
仁
親
王
殿
下
が

急
性
心
不
全
に
よ
り

六
十
六
歳
で
御
斃
去
あ

そ
ば
さ
れ
た
。
同
殿
下

は
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王

殿
下
の
第
二
男
子
と
し

て
昭
和
二
十
三
年
に
御

‘
誕
生
、

N
H
K

の
嘱
託

~
i
g
f
勤
務
を
経
て
昭
和
六
十

三
年
に
は
桂
宮
家
を
創
設
さ
れ
る
も
直
後
に
御
発

病
、
車
椅
子
の
宮
様
と
し
て
知
ら
れ
る
。
日
豪
協
会
、

大
日
本
農
会
、
大
日
本
山
林
会
、
日
本
工
芸
会
な
ど

の
各
総
裁
職
の
公
務
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
。

御
実
家
に
あ
た
る
三
笠
宮
家
と
当
大
社
と
は
御

縁
深
く
、
父
宮
・
崇
仁
親
王
殿
下
に
は
度
重
な
る
御

参
拝
を
頂
い
て
い
る
。

れ
ん
そ
う

当
大
社
で
は
「
緻
葬
の
儀
」
（
本
葬
）
当
日
の
六
月

十
七
日
午
前
十
時
、
「
宜
仁
親
王
殿
下
斃
去
遥
拝

式
」
を
執
行
。
雨
天
に
付
き
斎
館
建
物
内
で
行
わ
れ
、

宮
司
以
下
神
職
・
職
員
一
同
が
殿
下
の
斃
去
を
悼
ん

だ
。
ま
た
、
先
立
つ
十
六
日
に
は
高
向
宮
司
が
上
京
、

宮
邸
に
参
上
し
大
社
を
代
表
し
て
記
帳
申
し
上
げ

て
い
る
。

宜
仁
親
王
殿
下
の

御
莞
去
に
際
し
謹
ん
で

奉
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

④
そ
ば
取
り
…
材
の
整
形

⑥
仕
上
げ
…
凸
凹
が
な
い
よ
う

銑
包
丁
で
削
り
ま
す

⑦
宗
像
大
社
で
使
用
す
る
材

2

週
間
か
ら
1
ヶ
月
乾
燥
さ
せ
ま
す

②
み
か
ん
割
り

大
割
包
丁
と
木
槌
を
使
用

③
木
取
り

厚
さ
2
.
4
c
mま
で
小
割
り
し
ま
す

勺

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く
一
」

,
3
 

.
J
仁
＂
＂

i(—— 
ヽ
贔

先
日
、
造
営
担
当
が
本
殿
屋
根
に
使
用
さ
れ
る
「
さ
わ
ら
板
」
検
収
の
為
、
葺

替
え
工
事
を
行
っ
て
い
る
児
島
工
務
店
の
島
根
工
場
へ
出
向
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
さ
わ
ら
板
を
原
木
か
ら
加
工
す
る
工
程
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

辺
津
宮
本
殿
及
び
拝
殿
の
葺
き
方
は
、
「
こ
け
ら
葺
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

さ
わ
ら

当
社
で
は
椙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
杉
・
栗
等
を
用
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

①
玉
切
り
…
1

尺
幅
に
切
断

今
回
使
用
し
た
原
木
は
、
直
径
約
6
0
c
m
、
樹
齢
2
0
0

年
で
木
曽
産

—_ 

⑤
板
へ
ぎ
…
厚
さ
6
m
m

宗
像
大
社
の
本
殿
は
こ
の

厚
さ
の
板
を
葺
き
ま
す
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二
―
0
、

0
0
0
円
i

伊
賀
市
長
谷
川
恵
子
―

円
応
教
親
愛
教
会
教
会
長
一

二
0
0
、

0
0
0
円
一

一
宮
市
宗
像
神
恩
会
一

宗
像
神
恩
双
葉
会
一

五
0
、

0
0
0
円
ー

福
岡
市
小
鳥
居
良
幸
＿

三
0
、

0
0
0
円
一

北
九
州
市
江
藤
妙
一

美
祢
市
中
原
祥
就
―

東
八
幡
宮
宮
司
一

1
0
、

0
0
0
円

浦
安
市
高
津
明
彦
一

江
戸
川
区
河
辺
吉
幸
一

ヶ
河
辺
ひ
ろ
み
―

大
阪
市
岩
岸
真
成
一

鹿
島
市
高
木
美
和
子
—

柏
市
安
部
寧
生
一

北
九
州
市
元
山
幸
雄
一

京
都
市
杜
人
の
会
一

久
留
米
市
松
山
ひ
と
み
―

渋
谷
区
堀
田
圭
子
一

ヶ
堀
田
文
雄
―

と
き
が
わ
町
野
口
本
和
一

寝
屋
川
市
掛
川
博
夫
―

掛
川
商
事
（
株
）
一

森
俊
ニ
―

延
岡
市

東
大
阪
市
山
畑
阿
登
視

瓢
箪
山
稲
荷
神
社

福
岡
市
岡
部
裕
一

ヶ
西
紘
子

五
、0
0
0
円

伊
賀
市
黒
田
開
男

円
応
教
親
愛
教
会

1
1

下
川
忠
視

円
応
教
親
愛
教
会

l
i
西
村
ち
ひ
ろ

円
応
教
親
愛
教
会

茨
城
市
占
部
博

柏
市
石
黒
豊
信

北
九
州
市
梅
田
正
壽

1
1

住
田
正
史

佐
野
市
福
地
洋
子

新
宿
区
宗
像
博

玉
城
町
大
瀧
登

調
布
市
三
沢
隆
信

福
岡
市
池
田
貴
幸

l
I

平
島
賢
司

福
津
市
坂
本
規
久
生

l
I

花
田
俊
子

港
区
高
橋
奈
美

箕
面
市
近
藤
邦
弘

三
、0
0
0
円

伊
丹
市
白
井
禎
子

渋
谷
区
横
山
亨

福
岡
市
田
中
良
典

（
有
）
共
伸
マ
テ
リ
ア
ル

----------------------------------------------------------------------------------

宗水府 福姫東白西玉草下 相神 北 北 川 小大浦飯我朝昭ミ
/I像巻中I/岡路温山郷城加関I/模戸＾ I/ //九I/越 郡津安塚孫倉島〇
市町市 市市市市村町市市 原市芭区 州 市 市市市市子市市 0

市，市日 市g
森谷柴加藤脇萩小宮児北阿大田篠川今松ば坂矢森外関山サ櫻平藤松西星藤
山口村藤崎坂尾金本玉川部瀧村原本岡本 場野 山口本ク木川原田岡野野
八腐 乎越晋ラ

祥敏重博博和隆智月大善春 訓良 竹伸後勝正俊太 欽技宣洋信幸善良宏
仁郎子之彦枝吉子美輔昭夫登子美潤子ー屋美勝二郎薫也建久一義子和昌史

lI 
lI 

草河河河河河河川梶沖沖沖沖沖沖岡大大遠遠遠遠遠江占占宇魚魚魚岩入今今今井伊池宗
野辺辺邊野野野上木西西西西西西本森森藤藤藤藤藤坂部部都住住住永江里里里上藤浦像
千 ア壽 美 ツ宮幸マタ 市
代恒邦 幸キ美安正征敏幸克 久良 千久利幸 ヤ正哲勝洋博信ース ツー勇重一
子子明至寿ーエ子生子男明子己治人孝敏代幸男男薫コ行生美子志子郎子徳工恵雄昭敏

中中豊豊豊豊豊豊豊豊豊辻田田田田田田高高高末渋渋七佐佐佐佐貞迫坂権権権権権権小―2
山村福福福福福福福福福 中中志志志志石石石信谷谷田藤藤藤藤兼 口田田田田田田樋

ヒ那サウカ ッ タけミ 嘉 三
允幸正正ナ徳智ハ熊ーキツ誠夏正夕龍栄俊 幸力監い国弥ツ伸一功光一道敏猛喜健剋喜
治和人辰子保雄ヱ弘敏ヱ子治枝弘ヱ吉子彦保雄子二た光生子次生一博郎子夫雄男一啓成
----------------------------------------------------------------------------------

村村宮南三丸丸丸丸慎前本船訟舷訟訟船船藤藤藤藤藤福福福福福福広廣針原原花花花鍋
上井本 井井井井鍋田田越越越越越越越村島島木井田崎崎崎崎崎橋田場 田田田島
キ国大万 富笑

秀又昭メ 房 健光宗次勇賓寿信静駒絹直誠邦正 良義靖壽延絢敏幸士芳 博 勝美
一男則子屋芳初悟一春男郎治夫代幸夫男子次治雄彦稔治一生幸男子之男男雄貢之洋代香
----------------------------------------------------------------------------------

吉八八水増増増谷巖白上上安明福 吉吉吉吉吉吉山山山山山山山山山山山森森森目
永並並時田田田口武石妻妻部永津 武田田田田田ロロロロロロロロロロロ田 原
初フ市 又 チク

泰博末重洋日武三 ミ 敏啓 幸隆芳雅三義敏直ヨ政二國一孝義徳
像則雄信介出広郎繁子武司朗道 男年美稔国郎凛嗣萌雄美子行栄ヱー道子繁臣夫

◆
七
月
三
十
一
日
（
木
）

午
後
五
時
S

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
夏
季

に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様

方
の
心
身
の
罪
・
稼
を
人
形
に
託
し

て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

毎
日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御

参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

夏
筵
祭
・
大
祓
神
事

ご
案
内
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＂
な
い
ん
＂

明
治
二
十
八
年
二
月
｀
日
清
戟
争
の
威
海
衛

の
海
戟
て
連
合
磁
体
か
大
破
自
沈
さ
せ
た

清
目
北
洋
溢
体
旗
膝
「
定
遠
」
を
翌
年
に
引
揚

り
そ
の
賭
材
を
も
っ
て
廷
祭
さ
れ
た
も
の
。

鉄
餃
の
門
扉
の
大
小
の
孔
は
、
砲
梓
の
命
中
の

｀
二
ず
4

，
.

痕
絣
て
あ
ら
。

二
引
き
渡
さ
れ
た
。
明
治
三
十
一
年
三

：
月
に
二
等
戦
艦
と
な
っ
て
、
明
治

二
二
十
八
年
五
月
、
第
三
艦
隊
第
五
戦

一
隊
に
所
属
し
日
露
戦
争
に
参
加
、
黄

一
海
海
戦
、
日
本
海
戦
を
経
験
し
て
い

太
宰
府
に
あ
る
定
遠
館
は
ど
の
よ
う
―
現
在
も
残
っ
て
天
満
宮
職
員
の
社
宅
と
し
一
る
。
黄
海
海
戦
で
二
発
被
弾
し
、
日
本

に
し
て
出
来
あ
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
J
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
海
海
戦
で
は
被
弾
し
て
い
な
い
。

太
宰
府
天
満
宮
の
菅
公
会
会
長
だ
っ
た
i
ま
た
解
体
さ
れ
た
時
の
艦
内
の
調
度
i
三
十
八
年
八
月
に
ロ
シ
ア
の
戦
利
艦

小
野
隆
助
氏
の
尽
力
で
、
明
治
二
十
九
年
一
品
の
半
分
は
宮
内
庁
に
奉
納
さ
れ
た
。
定
一
の
戦
艦
「
レ
ト
ウ
イ
ザ
ン
」
「
ポ
ペ
ー
タ
」

三
月
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
定
遠
の
艦
材
を
こ
遠
艦
の
前
庭
に
は
賂
し
い
艦
に
装
備
さ
れ
一
（
共
に
―
二
、
九

0
0

t
)
を
回
航
（
曳

使
っ
て
小
野
隆
助
氏
自
宅
に
隣
接
し
て
建
一
た
武
器
類
が
展
示
さ
れ
て
い
た
一
＿
航
、
護
衛
）
に
あ
た
っ
て

坪
約
三
十
四
坪
に
記
念
館
を
建
設
し
、
そ
一
が
、
；
太
平
洋
戦
中
仁
に
供
出
さ
t
.
5

、
い
る
。
明
治
三
十
八
年

塁

こ
を
定
遠
館
と
命
名
し
、
建
物
の
一
部
が
了
れ
て
現
存
し
て
い
る
も
の
は
な
｝
i
i
t
i
―
八
月
二
十
八
日
に
舞
鶴

戦

定
遠
に
装
備
さ
れ
た
も
の
や
、
武
器
類
が
一
い
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
定
遠
館
．

1

、
一
ー
↓
叩
港
に
入
港
、
新
艦
が
建

展
示
さ
れ
た
。
．
の
額
は
明
治
三
十
六
年
、
東
伏

•
9
4
9年
直
さ
れ
る
な
か
で
建

建
物
の
玄
関
口
の
欄
間
は
艦
内
の
彫
刻
一
見
宮
依
仁
親
王
が
天
満
宮
参
、
j

I

艦
か
ら
約
三
十
年
の

一

が
使
用
さ
れ
た
り
、
縁
の
下
の
桟
は
カ
ッ
云
秤
時
に
揮
嘔
さ
れ
た
も
の
で
、
＿
？
（
時
が
た
ち
、
旧
艦
と

タ
ー
（
複
数
の
人
間
が
オ
ー
ル
で
漕
ぐ
大
二
大
満
宮
文
化
研
究
所
に
保
存
さ
一
ー
タ

r

ウ
一
＿
な
っ
て
明
治
四
十
四
年

, 

型
の
ボ
ー
ト
）
の
オ
ー
ル
が
嵌
め
こ
め
ら
一
れ
て
い
る
。
定
遠
の
操
舵
器
は
四
月
に
除
籍
さ
れ
て
い

れ
た
り
、
門
扉
は
砲
弾
で
穴
の
あ
い
た
艦
こ
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
邸
に
保
存
さ
、

x
]

る
。

の
鉄
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
は
一
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
以
上
は

r
'

日
本
国
民
を
震
撼

叫
岱

0

ロ
一
叫
叩

一
威
海
衛
の
海
戦
で
我
海
軍
水
雷

r`

げ
た
が
、
定
遠
艦
は
太

I

り

二
艇
の
攻
撃
、
ニ
ニ0
発
の
命
中
（
』
．
宰
府
に
そ
の
艦
材
を

遠

」
弾
を
あ
び
た
も
の
の
沈
没
に
い
鎮

1
門
扉
に
残
し
て
い
る
。

一
た
ら
な
か
っ
た
。
注
、
水
雷
艇
は
魚

i
日
本
海
軍
に
捕
獲
さ
れ
、
明
治
二
十
八
二
宙
を
塔
載
し
た
五
十
ト
ン
ほ
ど
の
小

こ
ヰ
三
月
十
六
日
、
賠
償
艦
と
し
て
日
本
ヘ
一
型
艦
、
乗
員
十
六
名
。

（続）
定、て＇

遠：

館：

1
·
·
_
`
L

、

いしいただし

劃「宗像大社短歌大会」のこ案内
◆日時平成26年1 1 月 2 日（日） : 〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17
0小中高生の部… 9:30~11:00 ~ 「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局 宛
〇一般の部…12:00~15:40 ~ 「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331)
: ※事務局の電話＝090(8393)3299
; ◆選者小中高生の部＝桜川冴子 （敬称略 •50音順）

◆応募方法 ; 一般の部＝青木昭子・桜川冴子・恒成美代子・野田光介
〇詠草…小中高生は1人 l首。 : ※講演（一般の部）＝中西輝磨題目＝「歌会始」
一般は 1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 B4の400字詰：
め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞など難読語に； ◆発表 平成26年11 月 2 日（日） 大会当日
はふりがなを）、左半分に郵便番号・住所（マンション名も）． ; 選考結果送付希望の方は、結果送付代(52円切手2枚）を同封して下さい。
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記のこと。小中高生は； ◆賞 小中高生の部＝宗像市長賞他
学校・学年も明記のこと。 : 一般の部＝福岡県知事賞他

0出詠料… l首1,000円（定額小為替何も記入しないで下さい）・i ◆共催 「宗像大社短歌大会」実行委員会
小中高生は無料。 ; ◆共催毎日新聞社
詠草集送付のための切手(52円切手2枚）を作品と同封のこと。 : : ◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・
〇締切日…一 般＝平成26年8月 30日（土） （当日消印有効） : 福津市・福津市教育委員会・宗像大社・宗像大社氏子会

小中高＝平成26年9月 10日（水） （当日消印有効） : 
- ※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

梅
雨
来
た
り
田
ん
ぼ
に
水
張
り
田
植
か
な

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

屏
風
背
に
せ
せ
ら
ぎ
渡
す
つ
つ
じ
寺

一
宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

i
学
頭
の
豊
福
氏
旧
居
た
ず
ぬ
れ
ば
石
碑
の
苔
に
は
な
の
散
る
ら
ん

口
豊
福
氏
は
江
戸
初
期
に
宗
像
文
書
な
ど
を
残
し
た
人
。
結
句
〈
散
り
居
り
〉
に
。

こ
嘲
風
と
夏
日
を
浴
び
て
二
階
バ
ス
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
コ
ー
ス
を
走
る

福
津
市
花
見
が
浜
佐
藤
純
一

□

爽
や
か
な
景
。
下
の
句
は
コ
ー
ス
名
で
は
な
く
実
景
、
〈
百
道
の

足
引
き
の
山
に
住
み
た
る
初
夢
は
汝
の
ス
タ
イ
ル
は
カ
シ
ミ
ヤ
の
服
―
浜
に
沿
う
道
は
し
る
〉
と
し
て
は
。

艶
な
歌
。
〈
足
引
き
の
山
に
住
み
見
る
初
夢
に
汝
は
身
に
纏
ふ
力
i
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

□

ミ
ヤ
の
ド
レ
ス
〉
。
二
電
子
辞
書
身
ぢ
か
に
な
り
て
広
辞
苑
第
六
版
は
棚
に
を
さ
ま
る

福
津
市
若
木
台
野
間
精
―
]
評
者
も
同
様
で
よ
く
分
か
る
。
二
旬
は
〈
身
ぢ
か
に
使
ひ
〉
に
。

霧
島
よ
り
帰
り
来
し
子
の
土
産
大
根
牛
努
の
味
噌
漬
け
は
美
味
し
一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

子
の
心
遣
い
を
喜
ぶ
作
者
。
三
句
を
〈
手
土
産
の
〉
、
結
句
〈
味
噌
]
朝
の
冷
え
嘘
の
よ
う
な
る
真
昼
日
を
庭
草
わ
け
て
初
蛙
鳴
く

一
今
の
時
期
の
気
候
が
よ
く
分
か
る
。
四
句
は
〈
庭
の
草
生
に
〉
な
ど
と
。

＿
漬
け
美
味
し
〉
と
。

~
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~
.
.
.
.
 

i
星
空
を
知
ら
せ
し
妻
は
炊
事
場
へ
あ
し
た
の
た
め
の
米
と
ぎ
に
ゆ
く

石
仏
幾
体
あ
り
て
大
岩
の
窪
み
の
水
は
目
洗
ひ
水
と
言
ふ
~

i
「
炊
事
場
」
に
生
活
感
が
あ
る
。
二
句
〈
知
ら
せ
て
ー
〉
で
は
。

四
旬
か
ら
の
飛
躍
が
良
い
。
初
句
は
せ
き
ぶ
つ
と
読
む
の
で
表
~

＿
記
を
〈
石
ぼ
と
け
〉
に
。

[
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

[
西
日
さ
す
厨
の
窓
に
わ
が
描
き
し
墨
絵
の
富
士
を
張
り
て
た
の
し
む

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

~
作
品
を
生
活
に
活
か
す
作
者
の
心
情
が
出
て
、
楽
し
い
歌
。

未
草
は
名
の
ご
と
午
後
に
咲
き
始
む
水
面
に
白
き
花
群
見
ゆ
る
~

一
詠
ま
れ
た
景
が
美
し
い
。
三
句
か
ら
〈

S

始
め
水
面
に
ひ
ら
く
白
き
花
群
〉
。
~

i
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

一
島
育
ち
幼
馴
み
が
石
段
を
喘
ぎ
て
登
り
喜
寿
を
詣
で
る

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~
お
さ
な
な
じ

~
懐
か
し
く
か
つ
現
実
的
。
三
句
以
下
〈
喘
ぎ
つ
つ
喜
寿
を
詣
づ
と
石
段
の
ぼ
る
〉
に
。

た
ご
り
姫
い
ち
き
し
ま
姫
た
ぎ
つ
姫
お
は
た
ら
き
な
ら
む
凪
の
日
つ
づ
く
~

一
宗
像
の
三
柱
の
女
神
を
身
近
に
感
じ
る
作
者
の
心
情
が
表
れ
た
一
首
。
i

一
◆
選
者
詠

i
物
あ
ま
た
持
た
ぬ
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
つ
つ
ま
た
も
購
ふ
客
用
の
布
団

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

三
年
振
り
外
の
空
気
と
景
色
吸
ふ
押
し
車
に
乗
り
子
の
愛
を
う
＜
i
~
な
が
く
病
む
母
の
い
の
ち
を
支
ふ
る
は
二
十
二
本
の
歯
と
食
欲
と

一
外
出
を
楽
し
む
作
者
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
。
四
句
は
〈
車
椅
子
に
て
〉
。
i

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
一

尿
検
へ
案
内
さ
れ
し
に
帰
る
さ
の
分
か
ら
ぬ
吾
の
方
向
音
痴
[

一
迷
路
の
よ
う
な
院
内
。
尿
検
は
省
略
せ
ず
尿
検
査
と
。
三
句
〈
帰
り
道
〉
に
。
[

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗
一

ぶ
し
や
う
せ
る
書
斎
に
入
れ
ば
い
ち
ま
い
の
光
の
中
に
降
れ
る
海
雪
[

埃
を
海
雪
に
見
立
て
た
作
者
。
不
精
が
掃
除
の
こ
と
と
分
か
る
と
良
い
の
だ
が
。
一

俳
句0

ロ

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

く
す
若
葉
朝
日
に
照
り
て
え
ん
天
か

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

I
[

五
]
町
。
い

催
地
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
多
く
の
日
本
人
が
移
民
。
過

酷
な
労
働
、
差
別
な
ど
苦
難
に
耐
え
、
徐
々

に
根
を
張
り
、
今
で
は
政
府
の
要
職
に
着
く

人
材
も
輩
出
す
る
な
ど
、
一
五

0
万
人
以

上
の
日
系
人
が
暮
ら
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
神
宮

は
じ
め
十
社
程
の
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る

と
い
う
▼
故
郷
日
本
に
思
い
馳
せ
、
精
神
的

支
柱
と
し
て
神
社
を
建
立
し
た
の
か
、
正

確
な
背
景
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
の
裏
側
に
位
置
す
る
異
国
の
地
に
お
い
て

も
、
神
社
神
道
、
日
本
の
心
が
息
づ
い
て
い

る
の
で
す
ご
現
在
‘
＿
敗
＿
分
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
進
出
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、
最

後
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
、
日
本
の
心
が
息
づ
く

場
所
で
、
日
系
の
皆
様
の
前
で
、
日
本
人
と

し
て
誇
れ
る
試
合
を
期
待
し
た
い
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
l
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葎
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

一鉗細即一

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏 (15 日）
......................................................... 

30日第59回中津宮七夕揮砥会
午前9時～ 於＝大島・中津宮
........................................................... 

31 日夏越の大祓神事
午後5時～大祓式於＝神門前

引き続き

夏越祭於＝本殿
................................................. 




